
小学校区の課題と再編案

中学校区 小学校 小学校区の課題（・→現状についての意見、※→今後の対応についての意見） 再編案（９月２６日） 再編案についての課題 課題解決のための手立て

成
徳
小

児童数変化　147→110→82
・児童数減少。少子化。
・高齢化。
・校区狭い。通学距離が短い。（３０分くらい）。環境良。歴
史。
・プールだけ新しくなったが、校舎・体育館は古い。
・現状維持の人口。
※校区の再編成が必要か。地域感情の熱さにふれて来た
のでハードルは高いと感じる。
※公民館単位では感情問題あり。自由学区制にすればよ
いという意見もある。
※小中一貫校（東中と）について言及される方もある。

上
灘
小

児童数変化　287→277→267
・児童数維持。
・人口の出入り多い。
※校区再編は必要ないか。
※校区の再編成（成徳地区と）が必要ではないか。

灘
手
小

児童数変化　46→34→25
・小規模・小さすぎる。１学年５～６人は問題。
・児童数減少。世帯数最少。子どもの割合低い。
・子どものいない集落。
・地域のまとまりがよい。人間関係が強くつながっている。
※明倫・成徳との統合を考えてはどうか。（バス通）
※バス通で明倫小へ行ってはどうか。

○灘手小、成徳小、明倫小と社小のバ
ス沿線地域の統合（校舎は成徳小で）
　★成徳小のグラウンドはせまい。社
小の分散が問題となる
○灘手小はスクールバスで社小へ（中
学校は東中）
○成徳小と上灘小の統合
○明倫小と成徳小との統合
　★中学校が違う
○成徳小と灘手小と社小の東中へ行く
地域の統合
○明倫小、成徳小、灘手小と社小のバ
ス沿線地域の統合
　★成徳小、明倫小は共に校舎が古い
○成徳小と灘手小との統合。いずれは
明倫小も
○灘手小は他との統合を考える。明倫
小と成徳小。または社小
○成徳小（東中）、明倫小（西中）で他と
の統合を考える
○成徳小と明倫小の統合。それぞれが
一定程度の規模となる方法を見いださ
ないと他の学校再編は納得してもらえ
ない
○成徳小、明倫小の統合は、中学校問
題で難しい
○成徳小、明倫小は、自由学区を導入

東
中
校
区
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明
倫
小

児童数変化　166→86→45
・児童の減少率高い。
・子ども会活動できにくい。
・自治公活動も困難になりつつある。子ども、保護者の人
間関係が固定化。
・高校の校舎を利用。児童のいない町もある。
・市内トップの高齢化。人口減ってきている。独居老人多
い。
※地域的にも、面積的にも、児童数的にも成徳との統合が
妥当ではないか。統合した方がよい。
　東中校区へ。

小
鴨
小

児童数変化　387→418→452
・少子化。町区により人口数の差が大きいため、子ども会
活動に差が出ている。
・校舎新しい。転入あり。通学距離が長い。
・交通の危険。
※上小鴨との統合が適当ではないか。その場合、小鴨小
の規模が大きくなる。満杯となる。

上
小
鴨
小

児童数変化　87→92→98
・少子化。人口減。
・子どもが少ない。
・鴨川中、西中に分散。
・中学校への通学距離が長い。子ども、保護者の人間関係
が固定化。
※小鴨小との統合が妥当で、小鴨校舎を使うのがいい
か？

○明倫小は東中へ
○小鴨小、上小鴨小の統合。小鴨小の
社小の方が近い地域は校区再編対象
へ
○小鴨小校区の鴨川町、福守町、西倉
吉町は社小へ
○上小鴨小の耳、生竹地区は鴨川中
校区のままでよい
○明倫小と小鴨小の統合
○小鴨小、明倫小と社小（西中分）を統
合
○明倫小と成徳小の統合
○小鴨小、上小鴨小、社小の一部を統
合
○小鴨小の一部再編を考えてよい
○社小の３中学校へ分かれて進学して
いる状況を解消できないか
○将来的には西中、鴨川中の統合もあ
りか

西
中
校
区
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社
小

児童数変化　341→260→198
・新旧の町区の人間関係づくり。
・工業団地があり、アパートや住宅などが密集していて、人
口が多い。
・新しい町は、人のつながり弱い。分散しない方策必要。
・小学校までの道が広くなり、道がわかりやすくなった。
※３中学校に分散する問題の解消が必要ではないか。

高
城
小

児童数変化　86→65→50
・児童数減少。子どもの割合低い。
・分校あり。
・通学距離が広い。奥が深く、登校が大変。
・新しい人口流入がない。
・校舎、プールは新しい。川辺も整備された。
・グランドは狭い。
※北谷地区との校区見直しをしてはどうか。

北
谷
小

児童数変化　53→52→51
・バス通学。
・子どもの割合最低。世帯数少。
・小学校の設備は古いまま。
・県営・市営アパート等なし。
・高齢者が多い。その割には給食サービスを受け入れる独
居老人の方は少ない。
※高城小と統合して久米中を利用してはどうか。

○高城小と北谷小を統合し、久米中周
辺に新校舎。横田地区は新校舎へ
　★空き校舎の活用。北谷小は体育館
のみ活用。高城小校舎は地域のコミュ
ニティの場として活用
○将来的には西中と久米中も統合か
○北谷小、高城小と社小の久米中へ
進学する地域の統合
　★校区が広い。通学手段の確保
○社小は東中へ進学する地域は成徳
小へ。また西中に進学する地域は小鴨
小へ
○高城小、北谷小は１０年後を目途に
統合
○高城小、北谷小、社小の一部を統合
し、小中一貫校へ

久
米
中
校
区
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西
郷
小

児童数変化　267→251→237
・児童数は適正ではないか。
・１学級２２～２３人。
・集団としてまとまりは良い
ように思う。

河
北
小

児童数変化　403→445→490
・児童数増。倉吉の中では一番児童数が多い学校。
・人口移動の多い学校。
・市街地化の進行。
・交通の危険。
※上北条との再編を考えてはどうか。

上
北
条
小

児童数変化　146→153→161
・単学級の問題あり。人間関係の固定化。
・校舎は増築ができるように配慮されている。
・湯梨浜などに流出することが多い。
※河北地区との校区の再編はどうか。

関
金
小

児童数変化　137→100→73
・児童数減少。少子化、高齢化。
※山守小との統合は自然であるが、小・中と人間関係の変
わらない状況であることは、好ましいとは言えない。
※通学が問題。

山
守
小

児童数変化　41→24→14
・小規模（学年５人）、１学年５～６人は問題。
・児童数減少。学級、学校の維持が難しい。
・子ども会活動ができなくなる。子どものいない集落あり。
※関金小との統合がよいのではないか。
※現在の児童数も推計しながらの校舎建築。統合時は施
設として使えるように配慮した建築となっている。
※地域住民の思いの中には、関金小との統合もある。
※通学距離。

鴨
川
中
校
区

○基本的には現状維持か

○山守小、関金小の統合
　★山守小の校舎の活用（社会教育
等）
　★通学について配慮が必要（スクー
ルバス等）
○山守小、関金小、上小鴨小の３校統
合
　★新校名を考案すること
○北谷小校区の仙隠と藤井谷を関金
小へ。中学校は鴨川中へ
○関金小、山守小、上小鴨小の統合。
中学校は鴨川中へ
○分校等を考えるべき
○山守小と関金小と上小鴨小の一部
を入れて小中一貫校とする

河
北
中
校
区


